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サイカチマメゾウムシMegabruchidius dorsalis（図1）
はマメ科サイカチの乾燥完熟種子を利用する（Kurota & 
Shimada 2001）。多くのマメゾウムシ類とは異なり、オス
は配偶行動をせがむメスに大きな精包（体重の約7%）を
渡すので、sex-role reversed beetle と呼ばれて繁殖行動
が注目を浴びている（Takakura 1999, 2002; Arnqvistら 
2014, 2016）。また近年、老木化や土地開発に伴い、寄主木
サイカチの株数が減少しているが、両種ともに野外個体群
の遺伝的多様性と遺伝的交流については知見がない。そこ
で、(1)父性解析、(2)種内の遺伝的多様性解析を行うため
EST-SSRマーカー開発を行った。

サイカチマメゾウムシ・オス１個体からRNAを抽出、
トランスクリプトーム解析により発現遺伝子の部分配列
中のマイクロサテライト領域(EST-SSR)を対象にゲノム
ワイドなマーカー設計を行った。96プライマーを設計し
多型の程度のスクリーニングを行った。各遺伝子座の遺
伝的特性の検証には、東京都相模原市の原当麻個体群32
個体を用いた。個体の DNA は Qiagen DNeasy Blood and 
tissue kitで抽出し、設計したプライマーによるPCRを行い、
ABI3130xlを用いてフラグメント解析を行った。さらに本
州8県からサイカチの莢を採取し、豆から羽化した個体群
でのStructure解析を行った。

サイカチマメゾウムシに特異的な11遺伝子座のEST-
SSRマーカーの開発に成功した（表）。平均アリル数は4.0
であった。このうちMGDR_31とMGDR_93は連鎖不平衡
が有意だったため、結果として10遺伝子座が解析に使用可
能であった。開発したEST-SSRマーカーについては投稿論
文を作成中である。Structure解析の結果、K=5が選抜され
た（図2）。東北地方（日和見～山形城）ではクラスターの
混在が見られ、遺伝子流動の維持が推察された一方で、矢
島・原当麻・亀岡・西柏は固有のクラスターを形成し現在は
孤立していることが示唆された。東北地方は現存するサイ
カチも多いことから遺伝的多様性が高い傾向が見られたが、
関東、近畿地方の個体群はサイカチも少なく、個体群が孤
立する傾向がみられた（2018年3月の日本生態学会で発
表済み）。配偶行動は準備実験を済ませ、父性解析を開始す
る予定である。
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サイカチマメゾウムシの父性解析及び国内個体群の遺伝的構造を解明
するためのEST-SSRマーカーの開発を行い、多型的な10遺伝子座の開発
に成功した。

サイカチマメゾウムシの配偶行動を解明する
マイクロサテライトマーカーの開発

嶋田　正和
　しま だ　      まさ かず

東京大学　大学院総合文化研究科　教授
専門は進化生態学、行動生態学

材料と方法

結果と考察
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研究組織

図 1：サイカチ種子上のサイカチ
マメゾウムシ　上：♂、下：♀

表；多型的な 11 遺伝子座の遺伝的特性。A：アリ
ル数、Ne: 有効アリル数、He, Ho: 平均ヘテロ接合
度（期待値 , 観察値）* ヘテロ接合 defi cit

図 2：本州 9 個体群の Structure 解析結果。色の違いがクラスターの違いを表す（K=5)。

井の頭公園でサイカチを採集する筆者
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倍数体というと、ゲノムが倍加した特殊な種というイメージ

があるかもしれないが、生物の進化において倍数化は普遍的な
出来事である。脊椎動物や被子植物のほとんどの種が過去に
倍数化を経て現在の姿になっている。倍数化による遺伝子数
の増加は多様な表現型の獲得に役立つと考えられてきた。そ
れでは、倍数体はどのように複数親からのゲノムをコントロー
ルし、多様性を生み出すのだろうか？
　ラボ内の定常環境と野外では、明らかに植物の生育は異なる。
野外の複雑な環境でこそ、本来の植物の性質が現れているとい
える。そのため、我々は特に野外で育成する個体を対象に、遺伝
子発現解析に重点を置いて研究を進めている。

各環境要因はどのように遺伝子の発現を制御するのか？そ
れが最終的に植物の表現型にどう影響するのか？このような
疑問に答えるためには、表現型の変化を丹念に調査する必要が
ある。成長速度、クロロフィル量、アントシアニン量（ストレス
マーカー）、成長フェーズの転換（開花など）といった表現型の
変化は、従来、目視による調査が主流であったため、観察頻度と
対象個体数を増やすのが困難であった。しかし、自動撮影画像
からの機械学習によるフェノタイピングなら、このような大量

データの解析にはうってつけである。そこで、本プロジェクト
では圃場にカメラを設置し生育シーズンを通して植物を自動
撮影することになった。

ところが、自動撮影は思ったよりも困難であった。一般的な
タイムラプスカメラは画像解析には画質が不十分で、結局高ス
ペックのデジタルカメラRicoh WG-40を利用することになっ
た。このカメラはIP68の防水防塵仕様ではあるが、野外に設置
するのは本来の使い方ではない。2016年秋から2017年夏にか
けてのテストランでは、低温下で充電池の消耗が著しく、夏の
暑さでは誤作動が起きた。そこで2017年には、DCカプラを利
用して通常の電源から直接給電する、日よけを設置するといっ
た改良を行って、本格運用を開始した。生態研圃場ではシロイ
ヌナズナ属の四倍体約300体の撮影に8台、六倍体であるパン
コムギ約500体の撮影に20台を投入し、スイスチューリッヒ大
学圃場、横浜市立大学圃場でも同様のセッティングで栽培と撮
影を開始した。

その後、撮影は各所で順調に進み、2017年秋からの生育シー
ズン中の撮影は無事に終えられる見込みである。遺伝子解析
用組織のサンプリングも予定通り進んでいる。画像から植物
の投影面積を抽出するプログラムは既に完成し、現在は色情報
を用いた解析をすすめている。今後は気候の異なる三か所で

の表現型と遺伝子発現の関連性を解析していきたいと考えて

いる。

本プロジェクトの目的は、植物の成長と環境変動に伴う遺伝子の発現の
変化をモデル化することである。そのために、生態研を含む3か所の圃
場で生育させた倍数体植物の画像から表現型情報を取得し、トランスク
リプトームデータ・気象データを統合的に解析している。また、共同研究
aとしてもご支援いただいた。

2017年度共同利用・共同研究事業の活動報告─

表現型と遺伝子発現から解析する異質倍数体植物の環境適応

清水（稲継）理恵
  し みず   （いなつぎ）　 　り え

チューリッヒ大学　
進化生物学・環境学科所属、グループリーダー

専門は植物生理学、進化生態ゲノミクス

キーワードは倍数体と野外環境

画像・遺伝子・気象データの
統合的な解析をめざして

画像から何がわかるか？

一筋縄でいかない圃場での画像取得

図１．撮影に使用しているデジタルカメラ
WG-40 と給電用の DC カプラ－。金沢大
学工学部の秋田先生にご協力いただいて作
製した。

図２．カメラが設置された生態研圃場のコムギプロット。白いシェード
の下にカメラが設置されている。地面には解析の妨げとなる雑草よけの
防草シートを張ってある。（杉阪次郎氏撮影）

　清水（稲継）理恵・清水健太郎・秋山玲子 ( チューリッヒ大学 )

　工藤洋・杉阪次郎 ( 京都大学生態学研究センター )

　田中健太（筑波大学）

　瀬々潤（産業技術総合研究所）

研究組織
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学部3回生の時に、北山兼弘先生（京都大学）に連れ

られて、初めてキナバル山（標高4095m、ボルネオ島）

を訪れました。キナバル山では様々な地質がモザイク

状に分布しており、多様な森林生態系を観察できます。

特にリン欠乏が卓越した蛇紋岩特有の森林生態系に

興味を持ち、樹木のリン利用特性を明らかにしたいと

思うようになりました。

修士課程では、樹木の光合成器官（葉）の研究を進め

ました。リン欠乏下の樹木は、落葉時に葉内のリン化

合物を分解し、無機化されたリンを新しい葉などに再

転流することで、体内でリンをリサイクルしています。

強いリン欠乏下では、葉内の90％以上のリンが再転流

されることもあります。葉内の多様なリン化合物の分

解コストに着目することで（葉内には容易に転流でき

る無機態リンに加えて、分解が必要な細胞膜などの有

機態リンが含まれます）、リン欠乏下の樹木が有機態

リンを分解することで、リンを効率よく再転流させて

いることを明らかにしました。

博士課程では、さらに踏み込んで、繁殖でのリン利

用特性の解明に取り組みました。熱帯林では、数年に

一度の一斉開花を除いて、普段はほとんど花や果実を

観察できないと言われています。繁殖の観察には継続

的な観測が必要です。そこで、熱帯林に通いつめて樹

木の繁殖をじっくり観察してみました。観察を続ける

と、一年中花を咲かせる樹種もいるので、意外と花や

果実を観察できることに気づきます。探すこつも分かっ

てきます（香りや飛んでいる虫をたよりに探します）。

運よく一斉開花にも遭遇し、リン欠乏下の樹木がリン

濃度の低い花を咲かせることが明らかになりました。

こうした観察結果から、繁殖特性がリン欠乏下での熱

帯林の維持に重要な役割を果たしていると考えてい

ます。

今年の3月に学位を取得し、4月から生態学研究セン

ターの酒井章子先生のもとで研究員をさせていただ

いています。センターでは、熱帯樹木の繁殖特性とリ

ン欠乏の関係を突き詰めたいと思っています。どうぞ

よろしくお願いいたします。

京都大学　生態学研究センター　機関研究員
専門は森林生態学

辻井　悠希
   つじ い　　　ゆう き

リン欠乏を克服する

熱帯林は巨大でとても生産的な生態系ですが、森林を支える土壌中では生物の必須元素であるリンが欠乏しています。なぜ熱帯樹
木はリン欠乏下で高いパフォーマンスを維持できるのでしょうか？熱帯林に通いつめることで、この謎を解き明かしたいと思っ
ています。ここでは、これまでの研究について紹介させていただきます。

キナバル山 一斉開花

図１．キナバル山の高標高の森林（標高 3000m 付近）

図２. Leptospermum recurvum（フトモモ科）の開花
の様子（標高 3000m 付近）
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センターを離れてから2ヶ月あまりが経ちました。

異動先では新しく経験することがあり過ぎて、この

2ヶ月がもっと長い時間のように感じられます。新

しい環境で、自分が果たしていくべき役割も変わり、

センターにいた時にはなかったようなこととも向

き合う機会が増えました。

このような変化に身を置いてつくづく思うのは、

自分がセンターでいかに恵まれた環境で研究をさ

せてもらっていたかということです。センターが円

滑に運営されるよう、中野センター長をはじめ多く

の先生方が大変な努力をされていて、私はこうした

人々の力に頼りきって好きな研究を好きなだけさせて

いただいたように思います。このような自由な環境で

研究をさせていただいたことに感謝の言葉しかありま

せん。

私は1998年に京都大学に入学したので、井上民二さ

んにお会いすることはできませんでしたが、酒井章子さ

んをはじめ当時センターで熱帯雨林の植物の研究をさ

れていた方々に刺激を受けたのがきっかけで、ナチュラ

ルヒストリー研究を志しました。私がセンターに着任

したのは2010年で、私が学部生だった頃からセンター

の研究も変わっていましたが、ここの特色の一つである

ナチュラルヒストリー研究を受け継いでいきたいと思い、

植物の自然史や多様性にこだわって研究をしてきまし

た。熱意あふれる学生さん達にも恵まれ（写真）、楽しい

研究生活でしたが、当時の椿センター長から辞令を受け

た際、「輝く宝のような研究をしてほしい」（正確な言葉

は忘れましたが）と言われたことを、思い描いていたよ

うには実現できなかったのが心残りです。

センターにいる間は陀安さんや山内さんをはじめ、何

人かの方と共同研究をさせていただき、想像もしなかっ

た形で研究の幅が広がっていく喜びもありました。他

の先生方や学生、ポスドクの皆さんからも日頃の議論を

通じて多くのことを学び、幅広い分野の生態学者が集ま

るセンターならではの環境で学んだことが、今後の私の

研究の糧になっていくのだといま感じています。

センターの近くにある太神山には、マルバノキ、コウ

ヤミズキ、ヒメコマツ、ガンピ、ヘビノボラズなど、他で

はなかなか見られない貴重な植物がたくさんあり、調査

や実習、セミナー代わりの植物採集会などで何度も訪れ

たのでとても印象に残っています。秋にはキノコが大

量に発生し、ミミカキグサ、ホザキノミミカキグサ、ト

ウカイコモセンゴケなどの食虫植物もたくさんありま

した。東樹さんがあまりの雨男で、キノコ狩りはついに

実現しませんでしたが、またいつか機会があればセンター

の皆さんと太神山に植物採集や菌類採集に行きたいで

す。

最後になりましたが、センターでの7年間、さまざま

な形でお世話になりました椿センター長、中野センター

長をはじめ教員の皆様、何かとご迷惑ばかりおかけした

事務の皆様や技術職員の皆様、そして共に楽しい研究生

活を過ごした院生、研究員の皆様にあらためて御礼申し

上げます。ありがとうございました。

東京大学　大学院理学系研究科　附属植物園　教授
専門は植物生態学

川北　篤
　かわ きた　 あつし

センターを去るにあたって

研究室合宿で訪れた開田高原で、ユウスゲが咲く中、
思い思いの植物観察
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生態学研究センターにおける 2018 年度の活動予定は以下の通りです。センターニュース、セミナーなど、
センターの最新情報は、ホームページ（http://www.ecology.kyoto-u.ac.jp）で公開しています。

2018 年度 センターの活動予定

１．プロジェクト
大型共同研究としては、連携機関である総合地球環境学研究所（地
球研）との共同企画プロジェクト「生物多様性が駆動する栄養循環
と流域圏社会－生態システムの健全性」（研究代表者：奥田 昇）、お
よび「自然条件下における生物同調現象」（研究代表者：工藤 洋）（科
学研究費補助金、基盤研究 S）が進められている。これらのほか、
JST 戦略的創造研究推進事業（CREST）（1 件）・（さきがけ）（2 件）、
環境省環境研究総合推進費（1 件）、科学研究費助成事業による研
究（38 件）、民間財団寄付金による研究（10 件）なども進められ
ている。

２．協力研究員
引き続き、協力研究員（Affiliated Scientist）を公募する。

３．共同利用・共同研究事業
2018 年度の共同利用・共同研究事業として、分野間の交流や若手
研究者育成の観点などから、8 件の共同研究（共同研究 a）、4 件の
研究集会、3 件のワークショップを採択した。研究集会とワークシ
ョップの開催日程などの詳細は、当センターのホームページに掲載
する。

４．生態研セミナー
前年度にひき続き、月一回程度（第三金曜日）センター外の方々も
自由に参加できるセミナーを開催する。場所は京都大学生態学研究
センター第二講義室（会場への道順は、センターのホームページ参
照）の予定である。

５．ニュースレターの発行
センターニュースは、印刷物として年に 3 回（7 月、11 月、3 月）
発行する予定である。また、その内容は、センターのホームページ
でも公開する。センターの活動紹介の他、研究の自由な討議の場を
提供していきたい。

６．オープンキャンパス、公開授業
京大附置研究所 • センターの一般公開イベント「京大ウィークス」
に時期を合わせ、一般公開「授業で習わない生き物の不思議」の開
催を予定している。また、大学院入試案内のためのオープンキャン
パスも開催の予定。日程などはいずれもセンターホームページに掲
載する。

7．共同利用施設
大型分析機器：DNA 関係では DNA 多型解析、遺伝子転写定量解
析用機器など、安定同位体関係では、炭素・ 窒素同位体比オンライ
ン自動分析装置（元素分析計）、酸素・水素同位体比オンライン自
動分析装置（熱分解型元素分析計）、GC/C（ガスクロ燃焼装置付き
前処理装置）、高速液体クロマトグラフ付き前処理装置を装備した
安定同位体比質量分析計 delta V plus と、PreCon-GasBench II

（自動濃縮装置付き気体導入インターフェイス）、元素分析計、GC/
C を装備した安定同位体比質量分析計 delta V advantage の計 2
台が稼働している。
琵琶湖観測船：高速観測調査船「はす」、「エロディア」が稼動して
おり、観測調査、実習に利用される。これらの船舶は、旧センター
所在地（下阪本）に係留されている。
シンバイオトロン：陸域モジュール、水域モジュールが利用可能で
ある。
実験圃場林園：センター敷地内には、実験圃場、樹種植栽林園、林
木群集実験植物園、CER の森、実験池があり、種々の野外実験に利
用されている。
上記施設・設備の利用希望者は、事前に以下の担当者に連絡してく
ださい。
DNA シークエンサー等関係：工藤
安定同位体関係：木庭
観測船関係：合田
シンバイオトロン関係：高林
実験圃場林園関係：酒井

8．運営委員会、共同利用運営委員会
昨年度と同様、それぞれ数回開催される予定である。

■オープンキャンパス東京 2018 開催報告
2018 年３月 30 日（金）午後５時 30 分より、東京丸の内にある京都大学の東京オフィスにおいて、大学院進学者向けのオープ
ンキャンパスを開催した。当日は酒井章子准教授と東樹宏和の二人が、生態研の全体説明、大学院入試の概要、行われている研
究の概要説明を行い、最後はやや長めの時間を取って質疑応答を行った。参加者数は８名だった。個別面談では、生態研に興味
を持っていただいた方たちから熱の込もった質問を多々いただいた（東樹宏和）。

■ 2018 年度インターラボ開催報告
2018 年度、新たに入学した修士課程および博士課程の学生を対象に、京都大学大学院理学研究科生物科学専攻の合同行事とし
て、生物系の多様な研究分野や設備を紹介するとともに、お互いの親交を深めることを目的とした「インターラボ　Inter-lab」
が４月に開催された。今年度の生態研センターへの学生訪問は、４月７日（土）に行い、学生 40 名の参加があった。センター
長の挨拶の後、機関研究員や新任教員の３名による研究紹介。その後、安定同位体分析装置、DNA 分析装置、CER（セル）の森、
シンバイオトロンの案内を行い、夕方に解散した（石田厚）。

■ 2018 年度生物系合同入試説明会開催報告
4 月 21 日（土）に理学部６号館にて「生物科学専攻大学院入試説明会」が開催された。
午前中はまず教員による講演２題があり、引き続き、専攻の紹介と大学院入試の説明があった。午後からは各系（動物学系、植
物学系、生物物理学系、霊長類学・野生動物系）に分かれて、それぞれの分科の詳しい説明とその後に個別相談がおこなわれた。
最後に、参加者と教員を交えて交流会がもたれた。（木庭啓介・高林純示）
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2017 年度　生態研セミナー開催報告
◉ 生態研セミナーは、生態学研究センターの共通セミナーとして、センターの第二講義室で開催しています。毎月第 3 金曜日開催（3 月・8 月は除く）の

「定例セミナー（通し番号有）」と、不定期にゲスト講演者を囲んで行なう「スペシャルセミナー」から成り、どちらも一般公開されています。2017 年
度は計 11 回開催しました。

開 催 日 タ 　 イ 　 ト 　 ル 講 演 者 所 　 属

第285回 4 月 21 日 誰も知らない生物間相互作用を求めて 東樹　宏和 京都大学生態学研究センター

複雑環境の中の食物網 宇野　裕美 京都大学生態学研究センター

第286回 5 月 27 日 Community dynamics of bacteria and bacterivorous flagellates modulates 
carbon flow to higher trophic levels in freshwater ecosystems

Karel Simek Hydrobiological Institute

Biogeography and phylogeny of  Synechococcus : Lake Biwa and Mexican 
lakes, home of sister groups

Luisa I. Falcon 
Alvarez

Universidad Nacional Autonoma de Mexico

第287回 6 月 16 日 身勝手な遺伝子が築く社会と群集 小林　和也 フィールド科学教育研究センター

土器に残された脂質からせまる縄文海進期の日本海沿岸の食 庄田　慎矢 奈良文化財研究所/ヨーク大学

第288回 7 月 21 日 住み込み共生する二枚貝の進化と適応 後藤　龍太郎 フィールド科学教育研究センター　瀬戸臨海
実験所

好白蟻性ハネカクシの多様性と進化 金尾　太輔 京都大学大学院人間・環境学研究科

第289回 9 月 15 日 What can plant biologists learn about communication from animals? Richard Karban Department of Entomology and Nematology, 
UC Davis

A novel enzyme secreted from spinnerets of feeding silkworms hampers 
green leaf volatile production  in mulberry leaves

高林　純示 京都大学生態学研究センター

第290回 10 月 20 日 植物細胞外脂質の進化と多様性 佐々木（関本）結子 東京工業大学生命理工学院

種苗会社での野菜育種の現状と新技術の応用例 田中　和幸 タキイ種苗株式会社

第291回 11 月 17 日 共存か消滅か？−2種の寄生蜂の推移行列から適応進化を見る！ 嶋田　正和 東京大学大学院総合文化研究科

昆虫を用いた社会性進化の実験的検証 土畑　重人 京都大学大学院農学研究科

第292回 12 月 15 日 湿潤熱帯林の日陰という極限の環境 北島　薫 京都大学大学院農学研究科

寒冷地に特有な撹乱と気候変動が北方植生へ及ぼす影響 小林　真 北海道大学北方生物圏フィールド科学セン
ター

第293回 1 月 19 日 Ecological Epidemiology：ECOEPI(えこえぴ)研究の展開 岩見　真吾 九州大学大学院理学研究院＆JSTさきがけ

感染症の過去・現在・未来をみる空間疫学 中谷　友樹 立命館大学文学部地理学教室＆
立命館大学歴史都市防災研究所

スペシャル 2 月 2 日 見えないきのこの多様性を探る―子実体×菌糸体×環境DNA 白水　貴 三重大学大学院生物資源学研究科

第294回 2 月 16 日 海産ベントスの種内変異と幼生分散に関する謎 入江　貴博 東京大学大気海洋研究所

センターの活動報告と予定─

■修士論文
永田　隼平	　　　 消費者と資源の空間分布と相互作用スケールが共存可能性と安定性に与える影響

■博士論文
才木　真太朗      The variations of drought tolerance along soil depth gradient and the physiological mechanisms of drought-induced and 

pathogenic tree die-offs in the Bonin Islands
  　　　　　　　　　( 小笠原樹木の土壌深勾配に沿った乾燥耐性の変異、乾燥や樹病による枯死の生理機構の解明 )

岡﨑　友輔　       Ecology of bacterioplankton specific to the oxygenated hypolimnia of deep freshwater lakes
　　　　　　　　　  ( 大水深淡水湖の有酸素深水層に特有な細菌の生態解明）

望月　昂            Diversity of plants pollinated by fungus gnats and associated floral syndrome　
   　　　　　　　　  ( キノコバエに送粉される植物の多様性と花形質シンドローム） 

2017 年度　修士・博士学位取得者とテーマ一覧
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京都大学生態学研究センター
  運営委員会（第７０回）議事要旨

日　時：平成３０年３月５日（月）１０: ００～１０：５５
場　所：京都大学吉田泉殿
出席者（敬称略）：中野（議長）、平野、縄田、杉山、渡邊、河野、齊藤、占部、

可知、永田、陀安、村岡、半場、岡田、塩尻、辻、山内、高林、工藤、
石田、木庭、谷内、川北、酒井、東樹　以上２５名

（ 議 事 前 ）

○定足数について、２５名の出席により委員の過半数を超えており、委員
会は成立している旨、議長から報告があった。
○前回（第６９回（平成２９年２月２７日開催））運営委員会議事録（案）
について諮り、一部文言を追加の上、承認された。

（ 報 告 事 項 ）
１. 教員の人事について
	 今年度４月に着任した、東樹宏和准教授の紹介があり、挨拶があった。
２. 次期 生態学研究センター運営委員会委員の構成について
	 議長から、資料１に基づき４月からの２年の任期で依頼している運営委

員会も構成について説明し、報告があった。一部の委員から改組等によ
る所属名の修正等申し出があった。

３. 平成３０年度特別招へい教員の招へい予定について
	 議長から、研究連携基盤のユニットに所属する教員が招へいする２名の

教員について、報告があった。
４. 平成３０年度 招へい研究員の招へい予定について
　	 議長から、資料３に基づき、招へい研究員について説明があり、１名を

１年間雇用できる予算があるため、この制度で可能な最短の３ヶ月間ず
つ４名を、採用することとしている。称号「なし」は、准教授の称号を
出すには少し基準を満たさないため、スカラー（研究員）として招へい
するものであると補足説明があった。

５. 平成３０年度 日本学術振興会特別研究員の受入れについて
	 議長から資料４に基づき、次年度受入れる学振の PD と DC について報

告があった。センターの学生数が減っているため、学振の受入れ数も
減っており、PD を１名と DC を２名受入れたと説明があった。

６. ２０１７年度・２０１８年度 研究生の受入れについて
	 議長から資料５に基づき、次年度受入れる研究生と、今年度追加で受入

れた研究生について報告があった。国費留学の研究生はとても優秀だが
日本語の勉強のため修士から入学させると、博士課程の枠が狭められて
いるため、博士進学時に奨学金の延長で落とされる学生が増えている問
題が報告された。

７． 平成３０年度 協力研究員受入れについて
	 議長から資料６に基づき、新規と継続の協力研究員について報告があっ

た。
８. 平成２９年度 外部資金の受入れについて
	 議長から資料７に基づき、今年度受入れた外部資金について報告があっ

た。
９. ２０１７年度 職員の兼業について
	 議長から資料８に基づき、今年度承認した職員の兼業について報告が

あった。
１０. 部局間学術交流協定の締結について	 議長から資料９に基づき、新た

に結んだタイ国立科学技術研究所との学術交流協定について報告があっ
た。これについて、名古屋議定書の ABS に基づく調査資料の持ち出し
についての項目があるかとの質問があり、結んでいないため、今後追加
で締結することが提案された。

１１. その他
（１）教員の人事について
	 議長から、４月１日付で東京大学附属植物園へ転出する川北准教授が紹

介され、挨拶があった。また任期を終えて交代する河野東南アジア地域
研究研究所長からも挨拶があった。

（２）オープンキャンパス
     議長から、昨年４月に京都大学東京オフィスで実施したオープンキャン

パスについて報告があり、大学院生の数が減っている中、８人の学生が
来場し、半数が受験に来て、２名が大学院入試に合格した。今後も継続
したいと報告があった。

（３）当センターの運営について、ご意見・アドバイスをいただいた。
     主な意見は次の通り。
    ・北海道大学も大阪と東京で大学進学志望者向け「北海道大学進学相談

会」を開催しており、大阪は約 10 人と東京で 30 人ほど集まり半分ぐ
らい受験している。

　・東京と大阪で、学会単位で大学院説明会を開催してはどうか。天文学
会が実施している。インターンシップを実施してはどうか。育志賞を取
る学生も学部から上がってきている。協力関係を作る。学会の外にいる、
興味を持つ学生をどう取り込むかが重要。

　・継続して入試説明会を行うことが大切である。
　・生態研セミナーを WEB で配信して欲しい。誰でも見られる YouTube

ではなく登録制のシステムで見たいが出席できない人に配信があると良
い。

京都大学生態学研究センター
共同利用運営委員会（第２２回） 議事要旨

日　時：平成３０年３月５日（月）１１：００～１１：３５
場　所：京都大学吉田泉殿
出席者（敬称略）：木庭（委員長）、平野、縄田、杉山、渡邊、河野、齊藤、占部、

永田、可知、村岡、陀安、半場、岡田、塩尻、辻、山内、高林、工藤、
石田、以上２０名

（ 議 事 前 ）
○中野センター長が陪席することについて諮り、了承された。
◯出席者は２０名であり、過半数の１２名を超えており、会議成立が報告

された。
○共同利用運営委員会（第１９回）議事要旨（案）平成２９年２月２７日

開催及び、共同利用運営委員会（第２０回）（メール会議）議事要旨（案）
平成２９年４月１９日～４月２５日及び、共同利用運営委員会（第２１
回）（メール会議）議事要旨（案）平成２９年１０月１７日～１０月
２５日について諮り、審議の結果、承認された

（ 議 題 ）
１. 平成３０年度 共同研究・研究集会・ワークショップの採択について
	 委員長から、資料１により、平成３０年度共同研究・研究集会・ワーク

ショップの採択案について、専門委員会による審査の経過について、ま
た平成３０年度は、当初予算の配分が減らされ、１０月以降に追加配分
予定という説明があった。不採択となった課題の理由について、活発な
意見がかわされ審議の結果、承認された。

２. 災害支援の継続について
	 委員長から、公募の研究支援の他に併行して災害支援を実施しており、

東日本大震災と、熊本・大分の被災研究者の支援について、あと１年様
子を見て、東日本については一旦終了する、どの震災と限らず、緊急支
援として続けることとする説明があり、審議の結果、承認された。

（ 報 告 ）
１．次期 生態学研究センター共同利用運営委員会委員について
	 委員長から、資料２に基づき次年度の委員について、変更点の報告が

あった。
２. 国際共同利用・共同研究拠点の意向調査について
	 陪席の中野センター長から、資料３に基づき次年度に公募が始まる国際

共同利用・共同研究拠点について、説明があった。生態研の規模でも応
募できると、確認できたため、学内の意向調査に応募すると回答したこ
と、「大型設備利用型」での応募の理由は船「はす」と安定同位体利用
を主に提出するとして決めたことについて報告があった。

３. 平成２９年度共同研究ｂ申請一覧について
	 委員長から、資料４に基づき、今年度の実施した共同研究ｂについて、

報告があった。中野センター長が申請しているものは、外国人研究者の
来訪時「はす」を使った調査を実施する時に提出したものであると、補
足説明があった。

４. その他
　	 国立大学附置研究所・センター長会議と、国立大学共同利用・共同研究

拠点協議会の違いについて質問があり、中野センター長より拠点協議会
には、共同利用・共同研究拠点の機関で構成されているが、前者には、
拠点になっていない機関も含めた会議であると回答があった。
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センターの活動報告と予定─

2018年度 生態学研究センター 運営委員・共同利用運営委員名簿

運営委 員

 氏 　名 所 　属 任 　期

議長

中野 伸一 生態学研究センター長 2018.4.1～2020.3.31

第1号委員

山内 淳 生態学研究センター・教授 2018.4.1～2020.3.31

高林 純示 〃 〃

工藤 洋 〃 〃

石田 厚 〃 〃

木庭 啓介 〃 〃

谷内 茂雄 生態学研究センター・准教授 〃

酒井 章子 〃 〃

東樹 宏和 〃 〃　

第2号委員

平野 丈夫 京都大学大学院理学研究科長 2018.4.1～2019.3.31

縄田 栄治 京都大学大学院農学研究科長 〃

杉山 雅人 京都大学大学院人間・環境学
研究科長 2018.4.1～2020.3.31

渡邊 隆司 京都大学生存圏研究所長 〃

速水　洋子 京都大学東南アジ ア地域研究研
究所長 〃

村山　美穂 京都大学野生動物研究センター長 2018.4.1～2019.10.15

第3号委員

齊藤 隆 北海道大学北方生物圏
フィールド科学センター・教授 2018.4.1～2020.3.31

占部 城太郎 東北大学大学院生命科学研究科・
教授 〃

永田 俊 東京大学大気海洋研究所・教授 〃

可知 直毅 首都大学東京大学院理学研究科・
教授 2018.4.1～2019.3.31

村岡 裕由 岐阜大学流域圏科学研究センター・
教授 2018.4.1～2020.3.31

陀安 一郎 総合地球環境学研究所・教授 2018.4.1～2019.11.30

半場 祐子 京都工芸繊維大学応用生物学系・
教授 2018.4.1～2020.3.31

岡田 清孝 龍谷大学農学部・教授 〃

塩尻 かおり 龍谷大学農学部・講師 〃

巌佐 庸 関西学院大学理工学部・教授 〃

佐竹 暁子 九州大学大学院理学研究院・
教授 〃

辻 瑞樹 琉球大学農学部・教授 〃

共同利用運営委 員

 氏 　名 所　 属 任 　期

第1号委員

山内 淳 生態学研究センター・教授 2018.4.1～2020.3.31

高林 純示 〃 〃

工藤 洋 〃 〃

石田 厚 〃 〃

木庭 啓介 〃 〃

第2号委員

平野 丈夫 京都大学大学院理学研究科長　　　　　　2018.4.1～2019.3.31

縄田 栄治 京都大学大学院農学研究科長 〃

杉山 雅人 京都大学大学院人間・環境学
研究科長 2018.4.1～2020.3.31

渡邊 隆司 京都大学生存圏研究所長 〃

速水　洋子 京都大学東南アジア地域研究研究
所長 〃

村山　美穂 京都大学野生動物研究センター長 2018.4.1〜2019.10.15

第3号委員

齊藤 隆 北海道大学北方生物圏
フィールド科学センター・教授 2018.4.1～2020.3.31

占部 城太郎 東北大学大学院生命科学研究科・
教授 〃

永田 俊 東京大学大気海洋研究所・教授 〃

可知 直毅 首都大学東京大学院 理学研究科・
教授 2018.4.1～2019.3.31

村岡 裕由 岐阜大学流域圏科学研究センター・
教授 2018.4.1～2020.3.31

陀安 一郎 総合地球環境学研究所・教授 2018.4.1〜2019.11.30

半場 祐子 京都工芸繊維大学応用生物学系・
教授 2018.4.1〜2020.3.31

岡田 清孝 龍谷大学農学部・教授 〃

塩尻 かおり 龍谷大学農学部・講師 〃

巌佐 庸 関西学院大学理工学部・教授 〃

佐竹 暁子 九州大学大学院理学研究院・
教授 〃

辻 瑞樹 琉球大学農学部・教授 〃
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氏 　 名 所 　 属 　 等 課 　 　 題 　 　 名

石川尚人
ETH Zurich Department of Earth Sciences ・ 日本

学術振興会海外特別研究員
化合物レベルの放射性炭素１４測定を用いた生態学的研究

小沢晴司 環境省　福島環境再生本部 ・ 副本部長 環境保護区域の管理に関する研究　オフサイトにおける放射能対策

高巣裕之 長崎大学大学院　水産 ・ 環境科学総合研究科 ・ 助教 琵琶湖深水層において酸素消費を駆動する有機物−微生物相互作用の解明

岩崎貴也 神奈川大学　理学部生物科学科 ・ 特別助教 東アジアに広く分布する野生アブラナ科植物コンロンソウについての分子系統地理 ・ 適応進化研究

神谷麻梨 龍谷大学 食と農の総合研究所 ・ 研究員 野生植物集団におけるウイルス感染と植物−ウイルス相互作用の解析

池本美都 筑波大学　生命環境系保全生態学研究室 ・ 研究員 農業における花粉媒介昆虫等の積極的利活用技術の開発

崎尾　均
新潟大学　農学部附属フィールド科学教育研究セ

ンター ・ 教授

水辺林の生態と管理

樹木の生活史

原口　昭 北九州市立大学　国際環境工学部 ・ 教授 泥炭地生態系の機能と泥炭形成植物の生理生態特性解析

森　豊彦 人と自然の共生ネット ・ 会長 生態学的手法による地域活性化

今井一郎 北海道大学大学院　水産科学研究院 ・ 特任教授

植物プランクトンの生理 ・ 生態 ・ 生活環

有害有毒赤潮の発生機構 ・ 発生予知 ・ 発生予防と駆除

アオコの微生物学的防除および発生予防

野崎健太郎 椙山女学園大学　教育学部 ・ 准教授

保育職および教員養成課程における自然体験学習の効果測定

陸水環境を用いた科学教育の教材開発と実践

アオミドロ (Spirogyra ) 属の形態学的な分類

源　利文 神戸大学大学院　人間発達環境学研究科 ・ 准教授 環境 DNA を用いた淡水域における生物相モニタリング法の開発

荒木希和子 立命館大学　生命科学部 ・ 講師 クローナル植物の分子生態学研究

Cid Abigail 

Parcasio 

Department of Physical Sciences, College of Science, 

Polytechnic University of the Philippines ・ Associate 

Professor

biogeochemical cycling ( 生物地球化学サイクリング ), stable isotopes( 安定同位体 )

陀安一郎 総合地球環境学研究所・研究基盤国際センター・教授 各種安定同位体比を用いた生態系解析

佐藤安弘
龍谷大学　食と農の総合研究所 ・ 科学技術振興機

構さきがけ専任研究者
多検体オミクスによる混植系の構築と虫害制御

有村源一郎 東京理科大学　基礎工学部生物工学科 ・ 准教授 植物の食害抵抗メカニズムの解明

由水千景
総合地球環境学研究所　研究基盤国際センター ・ セ

ンター研究員
安定同位体比を用いた水域の物質循環研究

亀田佳代子 滋賀県立琵琶湖博物館 ・ 総括学芸員 生態系における鳥類の機能

石田　祐子 長野県環境保全研究所 自然環境部・環境保全研究員 ナベクラザゼンソウを始めとするサトイモ科植物の送粉生態の解明および長野県の希少野生動植物の保全

大塚孝一
長野県長野市 （元 長野県環境保全研究所 自然

環境部 ・ 部長）
ナベクラザゼンソウを始めとするサトイモ科植物の送粉生態の解明および長野県の希少野生動植物の保全

伊藤公一
University of British Columbia, Postdoctoral 

Research Fellow
ゲーム理論に基づく社会における協力と闘争の進化の解明

Thomas J. 

Ballatore

Lake Basin Action Network (LBAN)　共同創立者

兼ディレクター及び Harvard University, School of 

Engineering and Applied Schiences, Teaching Fellow

日本及び国際陸水学雑誌にある湖沼流域地図の変遷を調べること

遠隔探査でアオコの観察とその発生と関連している土地利用の変化を調べること

高野 （竹中）

宏平

長野県環境保全研究所 自然環境部 ・ 技師 タロイモショウジョウバエとサトイモ科植物の送粉共生

ナベクラザゼンソウを始めとするサトイモ科植物の送粉生態の解明および長野県の希少野生動植物の保全

浦山　佳恵 長野県環境保全研究所 自然環境部 ・ 研究員 ナベクラザゼンソウを始めとするサトイモ科植物の送粉生態の解明および長野県の希少野生動植物の保全

栗林　正俊 長野県環境保全研究所 自然環境部 ・ 技師 ナベクラザゼンソウを始めとするサトイモ科植物の送粉生態の解明および長野県の希少野生動植物の保全

黒江美紗子 長野県環境保全研究所 自然環境部 ・ 技師 ナベクラザゼンソウを始めとするサトイモ科植物の送粉生態の解明および長野県の希少野生動植物の保全

須賀　丈 長野県環境保全研究所 自然環境部 ・ 自然資源

班長 ・ 主任研究員

ナベクラザゼンソウを始めとするサトイモ科植物の送粉生態の解明および長野県の希少野生動植物の保全

大和　広明 長野県環境保全研究所 自然環境部 ・ 環境保全

特別研究員

ナベクラザゼンソウを始めとするサトイモ科植物の送粉生態の解明および長野県の希少野生動植物の保全

尾関　雅章 長野県環境保全研究所 自然環境部 ・ 主任研究員 ナベクラザゼンソウを始めとするサトイモ科植物の送粉生態の解明および長野県の希少野生動植物の保全

浜田　崇 長野県環境保全研究所 自然環境部 ・ 主任研究員 ナベクラザゼンソウを始めとするサトイモ科植物の送粉生態の解明および長野県の希少野生動植物の保全

富樫　均 長野県環境保全研究所 自然環境部 ・ 専門研究員 ナベクラザゼンソウを始めとするサトイモ科植物の送粉生態の解明および長野県の希少野生動植物の保全

北野　聡 長野県環境保全研究所 自然環境部 ・ 主任研究員 ナベクラザゼンソウを始めとするサトイモ科植物の送粉生態の解明および長野県の希少野生動植物の保全

堀田　昌伸 長野県環境保全研究所 自然環境部 ・ 専門研究員 ナベクラザゼンソウを始めとするサトイモ科植物の送粉生態の解明および長野県の希少野生動植物の保全

陸　斉 長野県環境保全研究所 自然環境部 ・ 部長 ナベクラザゼンソウを始めとするサトイモ科植物の送粉生態の解明および長野県の希少野生動植物の保全

坂田ゆず 秋田県立大学　生物資源科学部　生物環境学科　

森林科学研究室 ・ 助教

外来植物 - 在来植物の相互作用における物理的環境と生物的環境の役割

藤永承平 カルビー株式会社　研究開発本部 淡水湖沼で優占する細菌の生態研究

成田　哲也 琵琶湖における底生動物の長期変遷に関する研究

片桐　千仭 株式会社数理設計研究所 ・ 研究員 ナベクラザゼンソウを始めとするサトイモ科植物の送粉生態の解明および長野県の希少野生動植物の保全

宮下　英明 京都大学大学院　人間 ・ 環境学研究科 ・ 教授 琵琶湖のシアノバクテリアの多様性と生理生態

琵琶湖のピコシアノバクテリア捕食鞭毛虫の多様性

片山　昇 小樽商科大学 ・ 商学部 ・ 一般教育系 ・ 准教授 植物と昆虫の相互作用における進化―生態ダイナミクス

岡崎　友輔 産業技術総合研究所 ・ 生物プロセス研究部門 ・

日本学術振興会特別研究員 （PD）

琵琶湖沖の微生物群衆の時空間メタトランスクリプトーム解析
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　世界人口が2050年に98億人に達すると推計される

中、地球温暖化や新規病原生物系統の出現、化学肥料資

源の枯渇といった要因が食糧供給を脅かしている。そ

の一方で、近年、農業・医療・工業の幅広い分野において、

微生物の機能を最大限に利用してさまざまな課題に取

り組む動きが広がっている。しかし、微生物はあまりに

種類が豊富で、多様な微生物種で構成される「微生物叢」

全体を制御する理論も技術もまだ未発達な状態にある。

　微生物叢が本来持っている機能を最大限に発揮させ

ることを目指し、微生物叢全体の動態を

大きく左右する「コア微生物」（もしく

は「コア共生微生物」）を選抜し、あらか

じめ植物の種子や苗に接種する新たな

戦略を本研究で提案した（図１）。この

コア微生物を植物の種子や苗に接種し

ておけば、農地生態系内に無数に存在す

る微生物種の中から、植物にとって好ま

しいものをリクルートし、好ましくない

ものを排除することができると期待さ

れる（図２）。さらに、相性のよいコア微

生物どうしを組み合わせることにより、

より安定な共生系の制御が可能になる

と期待している。

コア共生微生物を用いた技術は、食糧生産だけでなく、

生態系の再生においても応用が見込まれる。皆伐地に

おける森林再生や絶滅危惧植物の再導入においては、苗

に定着している共生微生物によって、植物の生存が大き

く左右されると予想される。微生物叢動態の観点から

農業生態系だけでなく自然生態系を眺めることで、絡み

合う環境問題を包括的に解決する糸口が見つかると期

待している。

東樹 宏和
  とうじゅ　  ひろかず

京都大学生態学研究センター 准教授

研究ハイライト
コア微生物で持続可能な農業生態系を設計する

専門は生物間相互作用、進化学

図２　コア微生物を探索する３基準

図１　コア微生物を用いた農業生態系管理の流れ

Toju H, Peay KG, Yamamichi M, Narisawa K, Hiruma K, Naito K, Fukuda S, Ushio M, Nakaoka S, 

Onoda Y, Yoshida K, Schlaeppi K, Bai Y, Sugiura R, Ichihashi Y, Minamisawa K, Kiers ET. (2018) 

Core microbiomes for sustainable agroecosystems. Nature Plants 4:247-257.

機能性「土着」微生物　　「土着」病害虫　　　　コア共生微生物同士

　　のリクルート　　　　　　の抑制　　　　　 　の助け合い効果
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◆当紙面内容は、バックナンバーも含めセンターホームページに掲載されています。

A.B．琵琶湖、朝焼けの中をえり漁に向かう船からの景観（東樹宏和）
C．D．p.10掲載サイカチマメゾウムシの宿主樹サイカチ （2016年
11月下旬、奈良県御所市）（嶋田正和）

記録的な豪雨と猛暑が続けざまに襲ってきた今夏、生態学者として
何ができるのだろうと考えています。地球全体が温暖化する中、こう
した異常気象が常態化する時代に私達は突入しているのかもしれま
せん。頑健な農業生態系を設計したり、劣化した生態系を再生したり、
そうした生態系の地下バイオマスとして炭素を固定したりする上で、
今の生態学が提供できる最高の知恵を持ち寄ってどこまで勝負でき
るでしょうか？

生態学の真価が問われる時代、基礎生態学の革新が課題解決の現場
で起こるのではないかと期待しています（東樹宏和）。

受賞のお知らせ

編集後記

─センター関係者の動き

招へい研究員・外国人共同研究者の紹介

JOHNSON, Marc Thomas Jewell
トロント大学・准教授
期間：平成30年4月16日〜平成30年6月15日
滞在中の研究テーマ：都市環境における生物進化の研究 

表 紙について 　 　 　 　 　 　 　 　 　

センター員の異動
●川北篤准教授が3月31日付で退職しました。
●研究員の鈴木俊貴、門脇浩明、片山昇、DEVKOTA ADHIKARI,Radha

が、3月31日付で退職しました。
●研究員の辻井悠希が4月１日に採用されました。
●研究員の橋本洸哉が4月1日に採用され、5月３１日に退職しまし

た。
●センターニュース編集事務担当の山中槙が3月31日付で退職し、

4月1日付で佐伯あゆみが採用されました。

菅野陽一郎
コロラド州立大学・助教授
期間：平成30年5月1日〜平成30年7月31日
滞在中の研究テーマ：雪解け直後に季節的に発生する氾濫原と
陸封型サケ科魚類の個体適応度や個体群維持の相互関係に
関する研究 

POPRADIT, Ananya
バルヤ アロンコルン ラジャバット大学 ・講師
期間：平成30年6月1日〜平成30年8月31日
滞在中の研究テーマ：タイ熱帯季節林の動態と保全に関する
研究

FUJIMOTO, Masanori
フロリダ大学・研究助教
期間：平成30年6月11日〜平成30年6月29日
滞在中の研究テーマ：湖沼深水層における細菌群集動態解析

◆大串隆之・名誉教授が、第16回日本生態学会賞を
受賞しました。

【日本生態学会賞】
顕著な研究業績により生態学の深化や新たな研究展開に指
導的役割を果たした本学会員に対して授与される日本生態
学会の最も権威ある賞です（日本生態学会HPより抜粋）。

【受賞理由】
大串隆之氏は、個体群動態や群集の維持機構を野外調査、室内実験、理論を
用いて明らかにしてきた。初期の研究ではヤマトアザミテントウの野外個体
群の研究によって、食物資源の量と質に反応した個体の行動により密度調節
が働き、個体群の平衡状態が維持されていることを明確に示した。その後、「間
接相互作用網」という概念を提唱して、食う食われる以外の相互作用が群集
の維持や動態に重要な役割を担っていることを早くから指摘し、実証してきた。
これら一連の研究は国際的にも当該分野の研究者に大きな波及効果を与え
た。これらの成果はAnnual Review of Ecology, Evolution and Systematics
誌やEcology誌、Ecology Letters誌などの国際誌に公表されている。また、
一般、学生向けの本を多数執筆・編集したことなどにより、後進を育てること
に大きく貢献しており、優秀な生態学者を多く育てている。

【受賞コメント】
今回の受賞を更なる糧として、新しい生態学の地平を切り拓くことに尽
力したいと考えています。

◆鈴木俊貴研究員が、第２１回日本生態学会宮地賞
を受賞しました。
鳥類の鳴き声と言語の進化〜行動生態のその先へ〜
 【受賞内容】
シジュウカラ科鳥類の音声コミュニケーションに関する
一連の研究で受賞。受賞対象となる研究には，シジュウカ
ラが個別の鳴き声だけでなく，それらを組み合わせて文章

化することで他個体とコミュニケーションしていることなど，生態学分野
に留まらない学際的な成果が含まれます。研究内容は国内外でも広く取り
上げられており，生態学の普及啓発や日本の生態学研究のアピールにも大
きく貢献したという点も評価されました。

【受賞コメント】
従来，単語や文法をもつのはヒトだけであると考えられてきましたが，それ
は単に研究者が他の動物の言語を理解できていなかっただけだと思います。
私たちが会話のなかで使っている認知能力は実は動物においても広く進化
しているものなのかもしれません。

◆潮雅之連携研究員が、第２１回日本生態学会宮地
賞を受賞しました。
 植物—土壌フィードバックループと熱帯山地林にお
ける針葉樹と広葉樹の長期共存

【受賞内容】
ボルネオ島の熱帯雨林をフィールドに、植物—土壌フィー

ドバックループが針葉樹と広葉樹の長期共存の重要なメカニズムであるこ
とを実証的に明らかにしてきた業績により日本生態学会宮地賞を受賞。長
期データ解析に加え、安定同位体標識など地球化学的手法や次世代シーク
エンス解析など最新技術を組み合わせたアプローチにより重厚で説得力の
あるデータを集積し議論している点も評価されました。

【受賞コメント】
ボルネオ島キナバル山で１０年以上行ってきた一連の研究がこのような形
で評価されてとても嬉しいです。今後も今の自分に縛られることなく様々
な技術を活用して野外現象を説明･予測していく研究を続けていこうと思
います。
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